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照
嵯
、
懸

〉
6
月
6
日
は
、
町
内
各
小

学
校
で
運
動
会
。
孟
地
小
、

1
年
生
の
レ
ー
ス
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　　　　．　　　　　欝　一　、騨霧嚢騨．
　　　　　　　　　ダ　　黙・饗　　　翻妻　　…晶”、　　　蟹　　聯魏膨、鷺、1一

議謬憲饗醗霞＿雛警鱗纈．鎌藍義灘郷繍義灘▲松苧神社の萱葺き屋根用の
灘
、

．、▲6月10日　町内園児全員が人形劇
　　　　　　　　　　　　　　　カヤ揃え、各集落から集めた
　　　「赤ずきんちゃん」を見ました
　　　　　　　　　　　　　　　カヤ130束

1〉6月15日松代高校体育祭、迫力

毒ぎ㌻

ある騎馬戦

磁

▲奴奈川小学校運動会「つなげよ、広

げよ、世代の輪」レース

＞
松
代
小
学
校
、
全
校
児

童
に
よ
る
リ
レ
ー
、
「
高
学

年
の
部
」
児
童
入
場

▼6月20日ほくほく線沿線婦人バレー

ボール大会で健闘の松代チーム

▲7月4日郡青年大会で男子バレー優

勝。女子も準優勝

　▲6月27日国道253号線改良工事で壊される千年の

鰯　　道の石段を室野城山保存会が再利用のため搬出。

家庭で食中毒を防ごう
今年に入ってイカの乾燥菓子で食中毒が

発生しました。サルモネラ菌が原因で、患　、

者数は1500人にのぽりました。

食中毒が発生しやすい季節は「温度、湿難

度の高い7月」から「夏バテで体力の落ち
る9月、までで凱＋頒休養と睡眠をと購

り、バランスの良い食事を心がけることが　、

　　　　　　　　　　　　　　つ必要です。また、調理の際は、しっかり中

▲夏は、ご飯をいっぱいたべよ

　　　（松代保育園にて）

主
な
内
容

松代高校の取り組み……………②③

文化協会20周年・町職員募集ほか…④⑤

　　　　　　　　あんぎや里創プラン・ふるさと行脚ほか…⑥⑦

東京発・文芸、松代の自然……⑧⑨

介護保険・松代病院について…⑩⑪

町の情報・ふるさと見て歩き…⑫⑬

みんなよく見てね・お知らせ…⑭⑲
心まで加熱するほか、トイレのあと手をよく洗う習慣など、家庭で予防

に努めることも大切です。
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進学率の変化
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6
月
2
3
日
㈹
、
松
代
高
等
学
校
（
杉

原
雅
明
校
長
）
に
お
い
て
公
開
授
業

と
学
校
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
の
教
育
活
動
を
紹
介

し
、
あ
わ
せ
て
、
教
科
別
に
中
学
校

と
高
校
と
の
担
当
教
諭
の
懇
談
会
を

通
し
て
、
教
育
活
動
の
交
流
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
中
頸
城
郡
頸
城
村
頸
城

中
学
校
、
十
日
町
市
吉
田
中
学
校
及

び
東
頸
城
郡
内
の
中
学
校
7
校
の
進

路
指
導
担
当
教
諭
な
ど
1
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
今
年
度
入
学
し
た
1
年

生
の
状
況
説
明
、
そ
れ
か
ら
生
徒
の

学
習
の
様
子
や
公
開
授
業
の
参
観
及

び
同
校
同
窓
会
寄
贈
の
衛
星
放
送
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
進
学
補
習
を
参

観
す
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
あ
と
、

個
別
に
懇
談
会
で
、
最
後
ま
で
熱
心

な
話
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
校
側
か
ら
関
心
の
高
か
っ
た

20

15

10

戸
0

の
が
習
熟
度
別
学
習
で
し
た
。
同
高

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
1
学
年
で

は
、
同
一
の
科
目
を
履
修
。
2
学
年

か
ら
進
路
や
希
望
に
よ
っ
て
理
系
文

系
別
及
び
教
養
実
務
の
3
コ
ー
ス
か

ら
選
ん
で
履
修
。
あ
わ
せ
て
、
英
語

H
と
物
理
1
B
の
科
目
に
お
い
て
習

熟
度
別
ク
ラ
ス
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
き
め
こ
ま
か
な
対
応
の

し
か
た
に
つ
い
て
参
加
し
た
中
学
校

進
路
担
当
教
諭
は
、
「
大
変
熱
心
に
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
松
代
高
校
は
、
規
模
は

小
さ
い
で
す
が
、
進
学
状
況
を
見
る

限
り
、
新
潟
市
内
の
ラ
ン
ク
が
高
い

と
さ
れ
る
高
校
と
遜
色
な
い
状
況
だ

と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
だ
け
に
細
か

、
な
対
応
が
で
き
て
い
る
こ
と
。
そ
し

て
、
教
育
へ
の
学
校
側
の
熱
意
が
あ

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

市町村別生徒数通学手段

韮幾灘 饗灘譲．灘灘霧 総　．欝

松代町 46 37 38 121

松之山町 7 4 17 28

十日町市 8 9 3 20

大島村 8 13 10 31

浦川原村 5 2 1 8
安塚町 1 2一 0 3
頸城村 3 0 0 3
糸魚川市 0 0 1 1
合　　計 78 67 70 215

難離犠 ．馨雛羅．． 鍵灘灘・、 　灘謙
鍔 簗

，
謙 鑛 灘．謎 鶏’ 疑 難 ．欝 繋 『謙

徒　　歩

ノく　　ス

電　　車

自転車
バイ　ク

車（同乗）
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141

4
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1

26

12

21

16

382

24

18

141

30

13

50

30

35

17

68

15

合　計 46 32 78 32 34 67 36 34 70 115 100 215

国
道
朧
号
線
の

　
交
通
事
故
、
多
発
。

　
ー
運
転
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
1

　
6
月
は
、
浦
川
原
村
で
カ
ー
ブ
で

の
バ
ス
と
の
衝
突
事
故
や
十
日
町
名

ケ
山
ト
ン
ネ
ル
内
で
正
面
衝
突
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
交
差

点
で
の
出
会
い
が
し
ら
の
衝
突
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
職
場
や
家
庭
で
車
を
運
転
す
る
人

は
、
も
う
一
度
次
の
こ
と
を
確
認
し

あ
い
、
交
通
事
故
を
み
ん
な
の
力
で

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
前
を
よ
く
見
て
運
転
す
る
。

○
安
全
速
度
を
守
る
。

○
歩
行
者
・
自
転
車
に
乗
る
子
ど
も

　
に
は
細
心
の
注
意
を
は
ら
う
。

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏

を
迎
え
ま
す
。
過
労
や
居
眠
り
運
転

に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

2



　平成10年3月卒業生の大学等合格状況

大学22校（13名）・短大12校（9名）

郷学騰

　
　
　
　
薦

　
　
　
　
推
　
　
　
二

護
護
化
理
生
育
文
護
育

　
　
文
心
衛
教
　
　
教

　
　
活
祉
科
等

看
看
生
福
歯
初
英
看
幼

　
　
タ

　
　
ン

推
推
セ

　
育工

攣
工

　
学

セ
ニ
ニ
　
推
　
セ

経
経
　
育
　
工
　
育

○部活動生徒数（加入率　60％）

陸上　　　男9人女3人
クロカンスキー　　男6人

体操　　　男3人女2人
硬式野球　　　　　男5人　女2人

ソフトテニス　　女7人

バレーボール　　男2人
書道　　　　　女1人

生物　　　　　女4人
合唱　　　　　男1人
写真　　　　　男2人
○進路希望（希望と学習時間にずれ

　あり、行動が伴なわない）

四年制大学（国公私立）26人

短期大学（国公私立）　8人

専門学校　　　　　　　28人

就職民間　　　　　5人
未定　　　　　　　 11人

○自宅学習時問（進路希望から考え

　ると非常に厳しい）

　平成8、9年3月卒業生の大学等合格状況
◎大学

新潟大（6）、金沢大、山形大、図書館情報大、帝京大（3）、金沢工業大（3）、城

西大、文教女子大、日本女子体育大、東京女子体育大（2）、日本女子大、明

星大、長野大、京都産業大、新潟産業大、駒沢大（二部）、中京大、明治学

院大（二部）、成安造形、東京工芸大、立正大、静岡産業大、国際武道大

人
人
人
人
人
人
人

0
　
9
　
2

　
　
　
8
　
2
　
1
　
1

3
　
1
　
1

◎短大

県立新潟女子短大（4）、神奈川県立外語短大（2）、山梨県立女子短大、文京女

子短大（2）、埼玉女子短大（2）、鶴見大学女子短大、大垣女子短大（2）、中京女

子短大、川口短大、駒沢女子短大（2）、上智短大、日本女子体育短大（2）、山

形女子短大、実践女子短大（5）、飯田女子短大、湘南短大、大妻女子短大（2）、

桜美林短大、小田原女子短大、金城短大、聖徳栄養短大、聖セシリア短大、

日本女子体育短大、洗足学園短大、青陵女子短大、東京女子体育短大

　
　
　
　
　
　
　
学
非
内
－

　
　
　
　
　
　
　
宅
と
以

進
あ
年
期
門
職
定
自
る
分
分
時
時
時
時
時
時
時
好
語
理
学
学
健
育
術
語
一

　
　
四
短
専
就
未
0
　
30

30

1
1
2
2
3
3
4
0
国
地
数
化
保
体
芸
英
オ

～1時間　　　　　19人

間～1時間30分　　12人

間30分～2時間　　8人

間～2時間30分　　2人

間30分～3時間　　1人

間～3時間30分　　1人

間30分～4時間

間以上　　　　　4人
きな教科（数学19人と多い）

1　　　　　　　19人

B　　　　　　　　12人

1　　　　　　　19人

IB　　　　　　　3人

　　　　　　　5人
　　　　　　　16人
　　　　　　　28人
1　　　　　　　11人

ラルB　　　　　　5人

◎
県
内
大
学
の
第
一
線
の
研
究
を
紹
介
。

あ
わ
せ
て
、
多
様
な
科
学
技
術
を
体

験
し
、
意
見
交
換
等
し
な
が
ら
、
次

世
代
の
人
材
育
成
を
図
り
ま
す
。

◇
期
日
　
8
月
1
9
日
㈲
～
2
0
日
㈹

場
所
　
新
潟
大
学
ほ
か
（
宿
泊
”
県

立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
i
）

◇
内
容
　
新
潟
・
長
岡
技
科
・
新
潟
工
科

大
学
の
n
コ
ー
ス
か
ら
希
望
す
る
コ
ー

ス
を
選
択
し
て
受
講
し
ま
す
。
（
例
”

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
用
に
関
す
る
実
験
／

バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
に
関
す
る
実
験
／

環
境
ホ
ル
モ
ン
／
生
活
と
酸
性
雨
ほ

か
）

◇
参
加
者
　
高
校
生
60
名
及
び
進
路
指
導

担
当
教
諭
若
干
名

◇
参
加
費
　
1
9
8
0
円

◇
申
込
み
　
申
込
書
に
よ
る

◇
締
　
切
　
7
月
2
3
日
㈹

◇
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
蜘
－
㎜
（
住
所
記
載
不
要
）
新
潟
県
商

工
労
働
部
新
産
業
振
興
課
技
術
振
興
係
（
盈

0
2
5
－
2
8
0
－
5
2
4
4
ダ
イ
ヤ
ル

イ
ン
）

県
教
育
委
員
会
事
業
　
津
南
高
校
学
校
解

放
講
座

▼
日
時
9
月
7
日
㈹
～
1
0
月
1
2
日
㈹
の
火

曜
と
木
曜
毎
週
1
9
時
～
2
1
時
3
0
分
▼
会
場

津
南
高
校
▼
「
パ
ソ
コ
ン
活
用
講
座
」
エ

ク
セ
ル
実
践
活
用
技
術
の
習
得
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
▼
定
員
3
5
名
（
先
着
順
）
▼

締
切
8
月
1
0
日
㈹
▼
申
込
み
津
南
高
校
（
盈

0
2
5
7
1
6
5
1
2
0
6
2
）

3



6
月
1
3
日
㈹
、
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
松
代
町
文
化
協
会
が

20

周
年
記
念
式
典
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
昭
和
54
年
に
産
声
を
あ
げ
た
文
化

協
会
．
現
在
、
加
入
団
体
は
52
団
体
、

晰
各
の
会
員
数
と
な
り
ま
し
た
。
会

長
の
柳
浩
嗣
さ
ん
は
、
「
文
化
活
動
を

と
お
し
て
町
を
う
る
お
し
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
2
0
年
は
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
生

涯
学
習
に
取
り
組
む
町
づ
く
り
の
一

助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

『
な
お
、
式
典
終
了
後
、
記
念
芸
能

発
表
会
も
あ
り
、
㎜
人
の
観
衆
が
唄

や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

表
彰
内
訳

　
町
の
文
化
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と

で
、
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
に
文
化
功
労

者
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
進
や
子
ど
も
達
へ
の
指

導
を
行
な
っ
て
い
る
次
の
方
に
優
秀

指
導
者
賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
重
廣
さ
ん
　
高
野
歌
子
さ
ん

　
本
山
祖
道
さ
ん
　
小
嶋
　
務
さ
ん

　
米
持
徳
二
さ
ん
　
柳
　
キ
ノ
さ
ん

　
こ
の
ほ
か
、
長
年
活
動
を
し
て
き

た
松
月
会
な
ど
2
8
団
体
に
優
秀
団
体

賞
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

○
団
体
名
　
松
月
会
／
越
正
会
松
代

支
部
／
松
苧
太
鼓
／
室
野
神
楽
保
存

　
　
会
／
松
代
ア
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー

　
　
ク
ル
／
室
野
民
謡
峰
正
会
／
松

　
　
代
民
謡
保
存
会
／
詠
正
会
／
翠

　
　
松
会
／
田
野
倉
北
吟
会
／
奴
奈

　
　
川
太
鼓
／
粋
吟
会
松
代
支
部
／

　
　
犬
伏
笠
踊
り
保
存
会
／
寿
幸
会
／

　
　
三
清
会
松
代
支
部
／
ア
カ
シ
ア

　
　
会
／
し
ぶ
み
俳
句
会
／
蒲
生
俳

　
　
句
会
／
松
代
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
／

　
　
滴
水
会
／
秀
筆
会
／
松
代
菊
花

　
　
松
光
会
／
室
野
菊
花
愛
好
会
／

　
　
松
代
園
芸
愛
好
会
／
奴
奈
川
盆

　
　
栽
愛
好
会
／
松
代
茶
道
愛
好
会

　
　
お
花
の
会
／
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
友

　
　
の
会
／
【
敬
称
省
略
】

山
ウ
ド
は
頭
痛
や
カ
ゼ
に
効
く
な
ど
滋
養

の
高
い
山
菜
で
す
が
、
乾
燥
山
ウ
ド
の
マ

グ
ノ
ー
ル
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
安
全
な
食
品
が
見
な
お
さ
れ
る
中

で
、
食
品
添
加
物
も
安
全
な
も
の
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
食

品
保
存
剤
は
、
天
然
の
も
の
を
素
材

と
し
た
も
の
で
は
効
果
が
低
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
生
育
し
た
ウ
ド
を
乾
燥

さ
せ
、
乾
燥
し
た
ウ
ド
か
ら
抽
出
し

た
液
（
こ
の
液
を
マ
グ
ノ
ー
ル
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
）
を
薄
め
た
も
の
を
保

存
剤
や
防
腐
剤
と
し
て
使
う
と
効
果

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
山
ウ
ド
の
栽
培
を
転
作

田
や
畑
で
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
町
全
体
で
2
2
診
の
作
付
け
が
あ

り
ま
す
。

　
生
食
用
の
場
合
、
収
穫
の
期
間
が

短
く
、
田
植
え
時
期
と
重
な
る
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
天
然

食
品
保
存
料
の
原
料
と
す
る
場
合
は
、

■
6
月
末
か
ら
7
月
の
中
旬
の
収
穫
が

最
良
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
農
林
課

と
J
A
十
日
町
で
は
、
昨
年
滝
沢
生

産
組
合
（
代
表
　
柳
　
藤
雄
）
の
協

4
程集まっだ。束央奥、・1淋幸量滝沢生

力
を
得
て
、
試
験
的
に
収
穫
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
懇
談
会
を
実
施
し
、

滝
沢
地
区
で
現
地
指
導
会
を
行
な
い

ま
し
た
。
J
A
十
日
町
松
代
基
幹
支

所
関
谷
安
則
次
長
は
、
「
山
ウ
ド
栽
培

の
関
心
は
非
常
に
高
く
、
今
年
は
乾

燥
重
量
で
2
0
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
、
山
ウ
ド
か
ら
抽
出
し
た
マ

グ
ノ
ー
ル
は
、
食
品
の
長
期
保
存
や

生
鮮
食
品
の
保
存
や
長
距
離
輸
送
に

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
注
目

が
集
り
そ
う
で
す
。



◎
町
で
は
、
平
成
12
年
4
月
に
採
用

　
す
る
町
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

　
し
ま
す
。

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
　
学
校

　
用
務
員
（
一
般
行
政
職
扱
い
）
2
名

◇
受
験
資
格
　
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
～

　
昭
和
57
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
程
度

　
の
学
力
を
有
す
る
人
。

　
・
大
型
免
許
を
所
持
し
て
い
る
人

　
　
（
ま
た
は
、
今
後
取
得
可
能
な
人
）

　
・
危
険
物
取
扱
者
乙
種
を
所
持
し

　
　
て
い
る
人
（
ま
た
は
、
今
後
取

　
　
得
可
能
な
人
）

◇
試
験
日
時
　
9
月
1
9
日
㈹

◇
試
験
会
場
　
上
越
市
内
予
定

◇
試
験
方
法
　
地
方
公
務
員
と
し
て

　
必
要
な
一
般
知
識
・
教
養
に
つ
い

　
て
の
筆
記
試
験
並
び
に
作
文
試
験
。

　
　
　
　
小
年
功
彰

厚生大臣特別表彰

　　　　小堺勇冶郎さん

民生・児童委員を退任された

堺勇冶郎さん（室野）に、多

社会福祉の増進に貢献された

績をたたえ、厚生大臣から表

状が贈呈されました。

　
ま
た
、
筆
記
試
験
合
格
者
に
1
0
月

　
下
旬
、
面
接
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

◇
受
験
申
込
書
　
役
場
総
務
課
に
用

　
意
し
て
あ
る
指
定
用
紙
に
て
申
し

　
込
む
．

　
・
写
真
　
3
枚
（
上
半
身
・
脱
帽
・

　
　
正
面
向
き
、
タ
テ
4
紬
．
ヨ
コ
3

　
　
紬
．
6
ヶ
月
以
内
に
撮
影
の
も
の
。
）

◇
申
し
込
み
期
限
　
7
月
3
0
日
㈹
午

　
後
5
時
（
郵
送
の
場
合
、
期
限
内

　
に
到
着
し
た
も
の
に
限
る
。
ま
た
、

　
郵
送
で
受
験
申
込
書
を
提
出
す
る

　
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申

　
込
」
と
朱
書
き
の
う
え
、
書
留
に

　
よ
る
確
実
な
方
法
と
す
る
こ
と
。
）

◇
そ
の
他
　
受
験
の
た
め
の
旅
費
は

　
支
給
し
な
い
。

◇
問
い
合
せ
　
町
総
務
課
人
事
係
（
奮

　
7
i
2
2
2
0
内
線
6
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

／」・堺勇冶郎氏経歴　昭和58年12

月1日、民生委員・児童委員に委

嘱され、以来15年間地域に貢献さ

れました。平成10年11月30日退任

法務大臣感謝状

　　　　　本山祖道さん

◎
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

　
平
成
1
2
年
4
月
に
採
用
す
る
職
員

　
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
　
消
防

　
士
6
名
程
度

◇
受
験
資
格
　
昭
和
4
9
年
4
月
2
日
～

　
昭
和
5
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
（
見

　
込
み
の
人
を
含
む
）
し
た
人
。

　
・
身
体
強
健
な
人
で
、
視
力
は
両

　
　
眼
の
場
合
O
・
8
以
上
、
一
眼

　
　
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
O
・
5
以
上

　
　
（
矯
正
視
力
可
）
で
色
神
正
常
な

　
　
人

　
・
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
管

　
　
内
に
居
住
可
能
な
人

◇
試
験
日
時
　
8
月
2
2
日
㈹

◇
試
験
会
場
　
別
途
受
験
者
に
通
知

◇
試
験
方
法
　
　
一
次
試
験
　
公
務
員

　
と
し
て
必
要
な
教
養
・
適
性
に
つ

人権擁護委員を退任された本山

祖道さん（松代）に、永年の功

績をたたえ、法務大臣から感謝

状が贈呈されました。

1祖道氏経歴　昭和62年4月

、人権擁護委員に委嘱され

，た。後任には6月1日付け

宮沢静子さん（松代奮7－

54）が、法務大臣から人

1護委員を委嘱されました。

　
い
て
の
筆
記
試
験
、
消
防
適
性
検

　
査
及
び
作
文
．

　
・
基
礎
体
力
に
つ
い
て
の
体
力
試

　
　
験

　
　
二
次
試
験
　
一
次
記
試
験
合
格

　
　
者
に
9
月
上
旬
、
口
述
に
よ
る

　
　
面
接
試
験
と
身
体
検
査
を
行
な

　
　
い
ま
す
。
（
別
途
通
知
）

◇
受
験
申
込
書
　
消
防
本
部
総
務
課

　
及
び
松
代
分
遣
所
に
用
意
し
て
あ

　
る
指
定
用
紙
に
て
申
し
込
む
。

◇
申
し
込
み
期
限
　
8
月
6
日
㈹
午

　
後
5
時
1
5
分
（
郵
送
の
場
合
、
8

　
月
6
日
の
消
印
が
あ
る
も
の
は
有

　
効
と
し
ま
す
．
）

◇
そ
の
他
　
一
次
、
二
次
試
験
受
験

　
者
に
合
否
の
通
知
を
し
ま
す
。

◇
問
い
合
せ
　
消
防
本
部
総
務
課
採

　
用
担
当
（
暦
0
2
5
7
－
5
7
－

　
1
5
5
6
直
通
）

　
一
人
　
。

7
ら
た

　
　
】
　
し

奮
力

代
臣
ま

松
大
れ

さ
　
、
委

　
第
2
4
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
5
／

24

）
優
勝
　
若
者
チ
ー
ム
／
2
位
愛

好
会
／
3
位
ガ
ッ
ツ
石
松
／
4
位
室

野
／
5
位
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
マ
／
6
位

役
場
A
／
7
位
役
場
B

　
第
1
6
回
春
季
隣
接
市
町
村
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
（
5
／
3
0
）
男
子
ダ
ブ

ル
ス
A
優
勝
　
外
山
・
佐
藤
（
十
日

町
）
／
女
子
同
A
優
勝
　
波
形
・
徳

永
（
十
日
町
）
／
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

A
優
勝
　
佐
藤
由
彦
（
十
日
町
）
／

女
子
同
A
優
勝
　
南
雲
裕
子
（
川
西
）

　
第
3
回
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
市
町
村
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
6
／
2
0
）

優
勝
　
十
日
町
ク
ラ
ブ
（
十
日
町
市
）
／

準
優
勝
　
潟
浜
ク
ラ
ブ
（
大
潟
町
）
／

3
位
三
郎
丸
／
4
位
湯
沢
キ
ャ
ン
サ
i

　
第
6
回
春
季
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

（
6
／
2
0
・
芝
峠
）
優
勝
　
高
橋
　
清
／

2
位
関
谷
治
作
／
3
位
五
十
嵐
春
吉
／

4
位
室
岡
龍
一
郎
／
5
位
植
木
直
栄

　
第
2
2
回
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
6
／
2
0
）
優
勝
　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ウ
ズ
／

2
位
千
年
チ
ー
ム
／
3
位
ス
ー
パ
ー

ホ
ッ
プ
ス
／
4
位
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
／

5
位
太
平
友
の
会
・
東
小
窓
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
（
秋
は
9
／
5
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
麟
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6
月
2
9
日
松
代
町
ふ
る
さ
と
会
館

で
「
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
越
後
妻

有
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
来
年
夏
十
日
町
地
域
広

域
圏
6
市
町
村
で
開
催
す
る
「
大
地

の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
に
向
け
て
、

同
芸
術
祭
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
な
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー

と
ア
ー
ト
に
つ
い
て
議
論
し
た
も
の

で
す
．

　
当
日
は
、
実
行
委
員
長
で
あ
る
本

田
欣
二
郎
十
日
町
市
長
が
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
基
調
報
告
と
し
て
、
小
出
治

氏
（
東
大
教
授
）
が
「
地
方
の
位
置

付
け
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
」
と
題
し
て
、
地
方
の
過
疎
化
の

現
状
を
報
告
し
、
今
後
は
地
方
の
独

自
性
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
、

そ
う
し
た
中
で
ア
ー
ト
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
。
ま
た
、
袴
田
共
之
氏
（
農

業
環
境
技
術
研
究
所
）
は
、
「
環
境
、

妻
有
、
農
業
、
賢
治
」
と
題
し
て
、

農
民
芸
術
を
理
想
と
し
た
宮
沢
賢
治

を
利
用
し
て
説
明
。
現
在
の
物
質
循

環
の
乱
れ
に
よ
り
環
境
破
壊
等
の
状

況
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。

　
基
調
報
告
を
受
け
て
、
田
村
和
寿

氏
（
都
市
計
画
連
合
ア
ト
リ
エ
）
の

司
会
で
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
話
に
参

加
し
た
約
㎜
人
の
聴
衆
も
、
熱
心
に

同
時
通
訳
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
は
、
県
地
域
政
策
課
も

出
席
し
、
武
藤
克
巳
新
潟
県
地
域
政

策
課
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
終
了

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ア
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
選
ば
れ
、
今
回
参
加
し
た
の
は

次
の
5
名
で
す
。
今
後
、
大
地
の
芸

術
祭
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
助
言
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ロ
ワ
ジ
ー
（
フ
ラ
ン

ス
）
／
オ
ク
ウ
ィ
・
エ
ン
ウ
ェ
ゾ
i

（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
出
身
ア
メ
リ
カ
在

住
）
／
中
原
佑
介
（
日
本
）
／
ウ
ル
リ
ッ

ヒ
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（
ド
イ
ツ
）
／
ナ

ン
シ
ー
・
ス
ペ
ク
タ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）

ス
テ
鞭
発
翻
・
応
募
締

切
が
追
鍛
驚
鎌
蒙
し
た

◇
応
募
締
切
は
7
月
31
日

　
昨
年
8
月
1
日
か
ら
1
年
間
を
か

け
て
募
集
し
て
い
る
「
写
真
と
言
葉

の
コ
ン
テ
ス
ト
　
越
後
妻
有
8
万
人

の
ス
テ
キ
発
見
」
の
応
募
締
切
は
7

月
31
日
で
す
。
お
手
元
の
ア
ル
バ
ム

を
ひ
も
と
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま

で
撮
り
た
め
て
い
た
写
真
、
例
え
ば
、

お
祭
り
に
参
加
し
た
と
き
の
思
い
出

の
写
真
、
あ
る
日
偶
然
発
見
し
た
面

白
い
風
景
や
人
々
の
表
情
な
ど
地
域

の
ス
テ
キ
な
場
所
の
写
真
が
み
つ
か

る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と

が
ん
ば
っ
て
、
写
真
を
撮
っ
た
時
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
短
い
言
葉
を
添

え
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
夏
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
を
狙
う
時
間
も
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
で
す
が
、
残
っ
て
い
ま
す
。

◇
写
真
店
で
も
受
け
付
け

　
応
募
要
項
・
応
募
票
は
、
町
内
の

写
真
店
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
作
品
は
、
写
真
店
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
写
真
店
の
方
に
、
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
取
扱
店
　
ア
ザ
ミ
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ

　
オ
（
盈
7
1
2
3
5
8
）

◇
ス
テ
キ
な
賞
品
、
こ
ん
な
も
の
も

　
賞
品
は
、
齪
点
。

新
緑
の
美
人
林
森
林
浴
と
音
楽
を
楽

し
ん
で
松
之
山
温
泉
宿
泊
券
／
津
南

萌
木
の
里
コ
テ
ー
ジ
利
用
券
／
そ
ば

踊
食
／
地
酒
お
好
き
な
料
理
1
万
円

券
／
ブ
ナ
の
森
結
婚
式
ほ
か

◎
問
い
合
せ
先
　
十
日
町
地
域
広
域

　
事
務
組
合
企
画
振
興
課
（
盈
0
2

　
5
7
1
5
7
2
6
3
7
）

●
の
ぽ
り
線
（
十
日
町
万
面
）

◇
浦
佐
駅
（
運
賃
大
人
㎜
円
）

〈
木
版
画
　
星
裏
一
作
品
展
〉
▼
8
月

29

日
㈹
ま
で
▼
池
田
記
念
美
術
館
▼
浦

佐
駅
徒
歩
1
0
分
▼
小
出
町
出
身
の
画
家

星
裏
一
没
後
2
0
年
記
念
展
。
同
美
術
館
は
、

べ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
・
恒
文
社
創

設
の
池
田
恒
雄
氏
の
美
術
ス
ポ
ー
ツ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
▼
池
田
記
念
美
術

館
（
盈
0
2
5
7
卜
8
0
1
4
0
8
0
）

●
く
だ
り
線
（
犀
潟
万
面
）

◇
直
江
津
駅
（
運
賃
大
人
㎜
円
）

〈
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
〉
▼
7
月
1
7
日
ω
～

8
月
2
2
日
㈹
▼
上
越
市
立
水
族
館
▼
直

江
津
駅
下
車
徒
歩
1
0
分
▼
イ
ル
カ
シ
ョ
ー

に
サ
ン
ゴ
や
ク
ラ
ゲ
の
マ
リ
ン
フ
ラ
ワ
ー

展
同
時
開
催
。
な
お
7
月
3
0
日
～
8
月

15

日
ま
で
の
金
・
土
曜
は
午
後
8
時
ま

で
開
館
。
▼
大
人
1
2
0
0
円
、
小
中

学
生
5
0
0
円
、
幼
児
3
0
0
円
▼
上

越
市
立
水
族
館
（
盈
0
2
5
5
1
4
3
1

2
4
4
9
）
7
・
8
月
は
無
休

海
水
浴
列
車
「
青
い
海
」
号

▼
運
転
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
と
日
曜
）

　
7
月
2
4
日
・
2
5
日
／
8
月
1
日
・
2
日
／

8
月
8
日
・
9
日
▼
行
き
　
ま
つ
だ
い

駅
発
8
時
02
分
～
終
点
柏
崎
駅
着
9
時

20

分
（
主
な
停
車
駅
　
米
山
／
笠
島
／

青
梅
川
／
鯨
波
）
▼
帰
り
　
柏
崎
駅
発

　
1
5
時
1
2
分
～
ま
つ
だ
い
駅
着
1
6
時
1
3

分
▼
問
い
合
わ
せ
　
北
越
急
行
㈱
十
日

町
駅
（
盈
0
2
5
7
1
5
2
1
0
7
7
0
）
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あ
ん
ぎ
や

ふ
る
さ
と
行
脚

ひ
ろ
い
も
の
①

　
戦
国
時
代
に
は
、
上
杉
謙
信
が
関

東
出
陣
の
際
に
通
過
し
、
江
戸
時
代

は
も
っ
ぱ
ら
旅
人
の
街
道
と
な
っ
た

旧
道
が
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

に
大
字
菅
刈
～
孟
地
地
内
の
薬
師
山

ま
で
文
化
庁
指
定
「
歴
史
鼓
動
百
選
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
間
地
点

で
あ
る
犬
伏
集
落
へ
六
月
末
、
一
夜

お
世
話
に
な
っ
て
二
十
余
名
の
皆
さ

ん
に
お
話
を
し
ま
し
た
。

　
戦
国
時
代
い
く
つ
も
あ
っ
た
寺
院

の
話
、
犬
伏
城
を
守
っ
た
城
将
の
こ

と
な
ど
に
ふ
れ
、
郡
内
に
は
山
城
が

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
上
、
資
料

的
に
も
は
っ
き
り
城
将
が
わ
か
る
の

は
、
安
塚
の
直
峰
城
と
犬
伏
城
だ
け

で
す
と
い
う
話
か
ら
、
城
を
守
っ
た

　　　　　　こづか
発見された小束

大
将
が
家
来
た
ち
と
住
ん
で
い
た
場

所
は
そ
も
そ
も
ど
こ
だ
っ
た
の
か
と

い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
、
こ
の
武
士
団
は
今
の
犬
伏

集
落
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
農
民
は

犬
伏
の
対
岸
の
田
畑
の
方
に
、
皆
さ

ん
の
祖
先
で
元
武
士
だ
っ
た
も
の
は

こ
の
集
落
内
に
住
む
こ
と
が
で
き
た

で
し
ょ
う
。
か
ん
じ
ん
な
の
は
、
大

将
た
ち
の
住
む
所
、
そ
れ
を
お
や
か

た
と
か
館
と
い
い
ま
し
た
。
気
の
き

い
た
堂
々
と
し
た
建
物
、
や
し
き
地

が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
で
す
が
、

は
た
し
て
ど
の
へ
ん
に
あ
っ
た
も
の

で
し
ょ
う
ね
？
　
と
話
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
さ
っ
そ
く
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。

　
村
の
中
心
地
に
九
ぜ
ん
ど
、
や
さ

え
ん
ど
、
油
屋
と
い
う
家
が
建
つ
そ

の
周
囲
が
、
昔
か
ら
大
将
級
の
人
が

住
ん
だ
跡
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
や
さ
え
ん
ど
う
さ
ん
の
家

の
改
築
で
三
十
程
前
に
屋
敷
ぶ
き
を

す
る
時
、
三
十
糎
（
種
．
）
ほ
ど
土
を

掘
り
さ
げ
た
。
そ
の
時
に
太
刀
の
小

束
が
出
て
き
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
日
を
替
え
て
や
さ
え
ん
ど
う
さ
ん

で
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
が
写
真
の
小

束
の
柄
で
す
。
銅
製
の
龍
の
彫
刻
が

あ
り
ま
す
。
小
束
の
刀
部
分
は
鉄
で

で
き
て
い
て
失
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
柄
は
非
常
に
貴
重
で
、
い
ず
れ

専
門
家
の
鑑
定
を
仰
が
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
．

　
ま
た
、
犬
伏
集
落
は
こ
と
に
よ
る

と
、
中
世
の
遺
跡
地
と
し
て
、
ま
だ

思
い
が
け
ぬ
も
の
が
今
後
発
見
さ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
（
文
責
u
関
谷

哲
郎
）

◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
．
寺
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
寺
◆
・
寺
◆
も
◆
，
一
一
マ
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
寺
◆
も
◆
毒
◆
寺
◆
も
◆
拳
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

新潟県トキ保護募金にご協力を

　新潟県トキ保護募金推進委員会

　地球上から絶滅の危機にある

トキを中国との国際協力により

守り、トキの住める豊かな自然

環境とともに次の世代に引き継

いでいくことが大切なことと考

えています。

　トキの保護増殖と野生復帰に

向けた環境づくりや試験研究な

どを目的に募金活動を行なうこ

ととなりました。多くの方より

ご協力をお願いします。

◇募金の方法

最寄の金融機関を利用ください

（〉問い合せ先

斬潟県環境生活部環境企画課

鳥獣保護係（奮025－280－5152）

〒950－8570新潟市新光町4－1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

◇
最
◇
新
鳥
〒
◇
「「新潟県トキ保護募金推進委員

会」（普通預金）

◇振込先一覧

金融機関名・店名 口座番号

第四銀行県庁支店 1218210

三条信用金庫新潟支店 8316879

新潟県信用農業協同

組合連合会本店
0109386

郵便局（郵便振替□座）
OO510－9－

　4356

に
い
が
た
文
化
塾
の

公
演
開
催

　
町
と
新
潟
県
文
化
振
興
財
団
の
共

催
で
、
「
オ
ペ
ラ
の
魅
力
と
魔
力
と
華

や
か
さ
」
と
題
し
て
魅
惑
の
オ
ペ
ラ

入
門
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
6
月
2
2
日
、

県
内
3
会
場
公
演
の
ト
ッ
プ
を
き
っ

て
、
松
代
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
さ
な
ホ
ー
ル
満
員
で

励
人
の
観
客
。
見
に
き
た
人
は
、
「
と

て
も
良
か
っ
た
で
し
た
。
オ
ペ
ラ
は
、

は
じ
め
て
で
し
た
が
、
松
本
い
く
お

さ
ん
の
解
説
も
あ
っ
て
、
大
変
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
催
し
は
大

歓
迎
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
バ
リ
ト
ン
／
お
話

　
　
　
松
山
い
く
お

レ
ソ
プ
ラ
ノ

『
　
山
舘
昌
代

マ
ソ
プ
ラ
ノ

ラ
　
　
松
崎
千
佳

、
ミ
　
メ
ゾ
．
ソ
プ
ラ
ノ

●
　
　
河
野
め
ぐ
み

ブ
テ
ノ
蕉
川
誠
二

『
バ
リ
ト
ン

レノ
　
　
　
鶴
川
　
勝
也

グ
ピ
ア
ノ

：
　
　
仲
田
　
淳
也

演
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

出
　
　
飛
田
真
実

　
チ
ェ
ロ

　
　
富
樫
　
亜
紀

◇
イ
ベ
ン
ト
情
報

山
藤
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

日
時
　
8
月
1
3
日
㈹
～
1
5
日
㈹

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

会
場
　
2
階
常
春
ホ
ー
ル

内
容
　
松
代
・
松
之
山
町
観
光
協
会

　
　
　
主
催
に
よ
る
同
コ
ン
テ
ス
ト

　
　
　
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
．

問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
企
画
振
興
課

　
　
　
商
工
観
光
係
（
盈
7
－
2
2

　
　
　
2
0
内
線
4
3
）

◇
質
問
コ
ー
ナ
ー

（
問
1
）
　
ふ
る
さ
と
会
館
の
使
用
や

施
設
の
問
い
合
わ
せ
先
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

（
答
え
）
役
場
内
3
階
企
画
振
興
課
地

域
振
興
係
盈
7
1
2
2
2
0
（
内
線

41

・
4
2
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
駅
舎
を
含
め
た
施
設

の
苦
情
や
ま
つ
だ
い
発
着
電
車
の
時

間
の
確
認
等
に
つ
い
て
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
間
2
）
町
内
電
話
帳
掲
載
の
ふ
る
さ

と
会
館
の
電
話
番
号
7
－
3
0
0
0

は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
。

（
答
え
）
4
月
か
ら
役
場
内
町
観
光
協

会
（
商
工
観
光
係
）
に
つ
な
が
り
ま

す
。
な
お
、
ふ
る
さ
と
会
館
内
の
各

店
の
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
1
階
　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
盈
7
－
2
2
9
9
）
／
土
産
処
常
春

（
盈
7
1
3
9
1
2
）
◇
2
階
　
食
堂

常
春
（
盈
7
－
3
9
1
3
）
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菅
刈
・
田
沢
・
八
王
子
交
流
会

片

　
去
る
4
月
2
9
日
（
緑
の
日
）
連
合

の
三
多
摩
地
区
の
一
足
早
い
メ
ー
デ
ー

が
多
摩
川
河
川
敷
で
4
万
人
が
参
加

し
て
行
な
わ
れ
た
．
そ
し
て
、
そ
の

同
じ
会
場
で
菅
刈
・
田
沢
・
八
王
子

の
交
流
会
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

八
王
子
市
か
ら
は
、
職
員
組
合
事
務

局
長
小
浦
良
一
氏
は
じ
め
5
名
、
菅

刈
、
田
沢
か
ら
は
、
交
流
会
代
表
市

川
長
助
氏
以
下
1
5
名
、
松
代
町
役
場

か
ら
は
、
関
谷
英
市
郎
農
林
課
長
外

4
名
、
東
京
松
代
会
か
ら
柳
弘
菅
刈

会
会
長
と
私
、
片
山
徳
重
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
前
日
2
8
日
、
役
場
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

と
菅
刈
か
ら
の
2
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
、

松
代
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
も
ち
、
ソ
バ
、

う
ど
ん
、
そ
れ
に
ウ
ド
や
コ
ゴ
ミ
、

フ
キ
ノ
ト
ウ
等
の
山
菜
、
そ
し
て
大

山

徳
　
重

（
菅
刈
・
入
脇
）

　
　
横
浜
市
在
住

鍋
5
個
と
2
0
キ
。
の
プ
ロ
パ
ン
な
ど
を

満
載
し
て
八
王
子
へ
。
当
日
は
朝
早

く
会
場
へ
行
き
、
大
き
な
テ
ン
ト
を

張
り
、
準
備
。
開
店
と
と
も
に
、
山

菜
の
天
ぷ
ら
は
五
つ
の
大
鍋
で
揚
げ

て
も
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
売
れ
に
売

れ
、
目
標
の
㎜
パ
ッ
ク
が
ア
ッ
と
い

う
間
に
売
れ
切
れ
。

　
3
俵
の
手
焼
き
の
餅
も
売
り
切
れ

る
大
繁
盛
で
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
の
発
端
は
、
松
代
町

ア
ム
島
へ
遠
島
の
刑
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
レ
ー
ス
に
は
、
八
王
子
市
職
員

組
合
よ
り
賞
を
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
こ
の
5
月
に
は
、
田
植
え
を
体
験

し
8
日
の
松
苧
神
社
の
祭
礼
を
見
学

し
、
犬
伏
口
へ
下
山
し
て
帰
京
し
ま

し
た
。

　
菅
刈
、
田
沢
、
八
王
子
の
交
流
会

が
会
と
し
て
組
織
化
さ
れ
、
こ
の
よ

う
に
盛
ん
に
な
り
、
村
は
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
学
校
を

卒
業
し
て
疎
遠
に
な
り
が
ち
だ
っ
た

故
郷
と
の
交
流
が
八
王
子
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
こ
ん
な
か
た
ち
で
交

流
で
き
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　
東
京
松
代
会
の
皆
さ
ん
、
来
年
は

こ
の
交
流
会
へ
一
緒
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
．

　
踏
青
や
越
後
な
ま
り
の
小
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
重

鑛

繍

〉
4
月
2
9
日
、
メ
ー
デ
ー
で
の
菅

刈
田
沢
八
王
子
交
流
会
の
皆
さ
ん

　
な
お
、
こ
の
7
月
2
3
日
か
ら
は
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
松
代
を
訪
れ
、

菅
刈
、
田
沢
の
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
の
こ

〈
昨
年
、
菅
刈
、

と
の
交
流

田
沢
子
ど
も
会
8

嚢、
灘
麟
難

　
　
　
翻
　
徽

γ謙

麟
馨
羅
難
際
懸
　
撫
鍵

と
で
す
。

◇
交
流
会
問
い
合
わ
せ
　
市
川
長
助

（
奮
0
2
5
5
9
－
7
1
2
9
6
4
）
・

東
京
方
面
　
片
山
徳
重
（
盈
0
4
5
－

5
0
1
1
5
9
8
4
）

議
会
議
口
貝
の
親
戚
の
方
が
「
…
…
…
…
…
」
…
剣
福
…
…
…
禎
…
…
…
…
バ
…
瞬
…
…
刷
謎
…
…
…
到
顧
…
…
バ
…
q
…
屑
裾
」

八
王
子
市
役
所
に
勤
め
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
を
連
館
　
　
　
念
　
　
　
　
　
　
町
　
　
国
　
　
　
屋
て
）
）
　
　
代
開
　
　
　
n
　
　
カ
　
　
イ
く
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

て
い
た
関
係
で
、
廃
校
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
な
っ
て
い
た
菅
刈
分
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

校
を
八
王
子
市
の
職
員
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組
合
に
利
用
し
て
い
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

が
縁
で
交
流
が
始
ま
っ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

た
よ
う
で
す
。
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
今
年
の
冬
の
陣
へ
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

八
王
子
か
ら
大
勢
参
加
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

し
て
い
た
だ
き
、
鉄
人
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

レ
ー
ス
で
は
、

垂達

　
　
　
　
　
京
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺

　
　
　
　
　
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砿
／

一
人
グ
㎜
…
…
！
ー
i
…
・
…
…
…
ー
…
…
…
i
…
h
…
…
…
…
！
！
…
…
…
…
ー
…
…
i
ー
…
…
1
！
－
i
…
！
ー
…
ー
…
1
…
…
ー
…
…
－
i
…
…
…
…
…
…
…
！
…
！
…
…
…
！
…
ー
i
i
…
i
…
辱
｝

だより

6／15　第3回企画委員会において次

　　　　とが決まった。

11／7（日）日帰りバス旅行「リンゴ狩γ）」

　　　　施する。詳細は、追って会員に

9／7（火）第4回企画委員会：於県人会

　　　　（18：00～20：00）

①会報9号発行計画の決定

②次年度事業計画（案）創立十周年記

　事を含めてン検討

③会員数の把握と拡大について

④その他

〈つどい〉

7／4　浦田会、会長竹内清（松之山

　　　　於：上野吉池、表敬参加

7／20　東京新潟県人会納涼会：於帝

　　　　テル、有志参加
　会の味趣

／

〈

9／12釣り　東京湾ハゼ釣り大会
　　　　船で飲んで食べて唄って釣っ

◇連絡先　片山徳重（智045－501－5984

　　　　　宮沢長三（盈0482－85－4528

6／11　松代町において第2回東京松

　　　　会長杯争奪ゲートボール大会

　　　　室野北チームが優勝した。

　　　　表参道新潟館ネスパス

　　　　　　　　　　（智03－5771－77

〈夏の行事〉

7／16～7／20　夏と酒と肴「枝豆・イ

　　　　ナス」新潟県のおいしい食材

7／23～8／10　夏休みの子ども向け

　　　　ント「森で遊ぼう、木と仲良

　　　　る夏休み」
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ク
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短
　
　
　
　
歌

十
三
回
忌
父
の
塔
婆
を
持
ち
歩
む

杉
生
の
下
辺
射
干
乱
れ
咲
く

鳥
と
は
ま
こ
と
に
憎
き
我
が
置
き
し

鯉
の
餌
荒
ら
し
逃
げ
て
ま
た
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

す
ぶ
濡
れ
の
子
燕
乾
か
し
放
ち
や
る

雨
に
な
り
し
宵
心
配
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

老
い
た
れ
ど
若
葉
の
風
に
誘
わ
れ
て

鍬
取
る
我
が
身
に
生
気
蘇
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
貞
三

企
業
戦
線
に
敵
死
れ
し
友
と
思
ふ
と
き

俄
か
に
激
し
い
雨
の
音
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
念

　
　
蒲
生
句
会

梅
雨
出
水
ね
ず
み
穴
か
ら
溢
れ
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

山
竹
の
子
ひ
と
掴
み
ず
つ
分
け
回
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

故
郷
の
彩
は
ひ
と
い
ろ
青
田
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

灯
の
点
き
し
庭
灯
篭
や
花
つ
つ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

一
病
の
身
に
し
た
が
い
て
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

植
え
主
は
お
ら
ず
今
朝
散
る
白
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

田
蛙
の
眩
く
空
の
下
弦
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

老
人
の
一
人
立
ち
い
る
か
き
つ
ば
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

累
々
と
棚
田
荒
れ
た
り
田
植
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
し
ぶ
み
句
会

行
く
春
を
い
と
こ
な
る
人
惜
し
み
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

万
緑
を
割
っ
て
最
上
の
船
く
だ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

雨
一
過
更
に
あ
で
や
か
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

風
鈴
の
風
が
カ
ー
テ
ン
押
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

野
遊
び
の
シ
ー
ト
の
狭
き
昼
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

静
け
さ
や
谷
間
に
響
く
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

曲
り
田
の
曲
り
通
り
に
植
え
ら
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

フ
ラ
コ
コ
に
一
人
遊
べ
る
老
婆
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

野
仏
に
野
の
花
瓶
に
活
け
て
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

ス
ギ
ナ
の
変
わ
り
種

　
雪
消
え
の
遅
い
奥
越
後
の
松
代
町

に
も
春
の
訪
れ
と
と
も
に
急
速
に
雪

が
消
え
は
じ
め
、
除
雪
で
無
雪
だ
っ

た
道
路
沿
い
に
一
番
早
く
顔
を
覗
か

せ
る
の
は
ツ
ク
シ
の
坊
や
で
す
。

　
円
い
頭
を
つ
け
た
可
愛
ら
し
い
坊

や
が
道
沿
い
に
一
杯
の
行
列
を
作
っ

て
「
こ
ん
ち
わ
ー
」
と
一
斉
に
挨
拶

を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
や
が
て
こ
の
坊
や
の
あ
と
か
ら
緑

色
も
新
鮮
な
ス
ギ
ナ
が
出
て
き
て
伸

び
て
き
ま
す
．

「
ツ
ク
シ
だ
れ
の
子
、
ス
ギ
ナ
の
子
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
親
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ク
サ

科
の
多
年
草
で
あ
る
ス
ギ
ナ
の
ツ
ク

シ
は
子
孫
を
増
や
す
た
め
の
胞
子
を

飛
ば
す
胞
子
茎
と
い
い
、
ス
ギ
ナ
は
、

そ
の
栄
養
を
補
給
す
る
栄
養
茎
と
い

う
わ
け
で
、
根
は
同
じ
で
「
一
身
同

体
」
な
わ
け
で
す
。
根
は
地
獄
の
底

ま
で
届
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
深
い

も
の
で
す
が
、
そ
の
同
じ
根
か
ら
伸

び
て
、
胞
子
を
飛
ば
し
終
わ
っ
た
ツ

ク
シ
の
部
分
は
任
務
終
了
と
同
時
に

枯
れ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
た
ま
に
ス
ギ
ナ
の
頭

に
ツ
ク
シ
そ
っ
く
り
の
形
の
も
の
を

乗
せ
た
も
の
が
見
つ
か
る
こ
と
が
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
ミ
モ
チ
ス
ギ
ナ
」

と
い
い
、
ご
く
珍
し
い
も
の
で
す
。

た
ま
に
一
つ
や
二
つ
を
畔
な
ど
で
見

つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
る

年
の
夏
、
写
真
の
よ
う
に
た
く
さ
ん

の
も
の
が
生
え
て
い
る
も
の
を
発
見

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

特
定
の
品
種
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま

こ
ん
な
現
象
が
生
じ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

と
同
じ
く
、
発
見
す
れ
ば
幸
せ
が
訪

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
「
身
持
ち

ス
ギ
ナ
」
に
な
っ
て
、
身
持
ち
の
い

い
正
し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
約
束

さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
草

原
を
よ
く
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
写
真
・
文
　
高
橋
八
十
八
）
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介
護
保
険
①

　
　
今
回
ぱ
、
「
要
介
護
認
定
』

　
　
お
知
ら
せ
ゼ
ま
す
。
『

と
「
が
か
り
つ
け
医
」
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
要
介
護

認
定
」
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
要
介
護
度
が
ど
の
く
ら
い
か
で
、

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
限
度
額
が

決
ま
り
ま
す
。
来
年
4
月
の
介
護
保

険
制
度
の
実
施
時
点
か
ら
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
1
0

月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
の
概
要
は
、
次
回
8

月
号
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
詳
し
い
手
続
き
の
方
法
は
、

9
月
号
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
6
月
末
に
配
布
済
み
介
護

保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
の
中
で
、

質
問
や
ご
相
談
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
暦
7
1
3
9

0
0
）
ま
た
は
、
町
住
民
課
介
護
保

険
係
（
暦
7
－
2
2
2
0
内
線
●
）

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

昂
欝

㎜
、
る

鵬

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
？
・

「
か
か
り
つ
け
医
」
と
は
、
日
ご
ろ

か
ら
、
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
気
軽

に
相
談
や
受
診
が
で
き
る
身
近
な
地

域
の
医
師
の
こ
と
で
す
。

介
護
保
険
と
「
か
か
り
つ
け
医
」

　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

介
護
保
険
制
度
で
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
が
家
庭
を
訪
問
し
た
り
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
場

合
、
「
要
介
護
認
定
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
認
定
審
査
に
は
、
医
師
の
意
見

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
意
見
書
は
、
日
ご
ろ
か
ら
診
察
を

受
け
、
健
康
状
態
・
生
活
環
境
な
ど

を
よ
く
把
握
し
て
い
る
か
か
り
つ
け

医
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。在

宅
療
養
を
支
え
る
「
か
か
り
つ
け
医
」

　
自
宅
で
安
心
し
て
療
養
生
活
を
続

け
る
た
め
に
は
、
外
来
で
の
診
療
と

と
も
に
往
診
や
定
期
的
な
訪
問
診
療

を
行
な
い
、
必
要
な
と
き
に
、
別
の

科
の
医
師
や
病
院
を
紹
介
し
て
く
れ

る
「
か
か
り
つ
け
医
」
が
大
き
な
支

え
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
介
護
保
険
制
度
で
は
、
普

段
か
ら
健
康
状
態
に
つ
い
て
わ
か
っ

て
い
る
身
近
な
医
師
を
持
つ
こ
と
は
、

重
要
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
課
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
の
人
）
を
対
象

と
し
た
一
般
調
査
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
後
日
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
内

国
保
介
護
保
険
係
（
盈
7
　
2
2
2

0
内
線
62
）

子
響
鰯
鱗
広
場

上
越
科
学
館
7
月
の
催
事

◎
科
学
実
験
Q
＆
A

◇
7
月
2
0
・
2
4
～
3
1
日
（
①
n
時
3
0
②
1
3

　
時
3
0
③
1
5
時
3
0
）

◎
昆
虫
標
本
教
室

　
標
本
の
作
り
方
を
学
習
（
事
前
に
申
し

　
込
み
必
要
）

◇
7
月
2
4
日
（
①
9
時
3
0
②
1
3
時
3
0
）

◎
植
物
標
本
教
室

　
植
物
標
本
の
作
り
方
や
ま
と
め
方
を
学

　
習
（
事
前
に
申
し
込
み
必
要
）

◇
7
月
2
7
日
（
①
9
時
3
0
②
1
3
時
3
0
）

◎
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

　
雪
と
結
晶
の
ふ
し
ぎ

◇
7
月
2
5
日
（
①
1
3
時
②
1
4
時
③
1
5
時
）

◎
環
境
と
乗
り
物
展

　
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
や
先
端
技
術

　
に
よ
る
乗
り
物
を
展
示

◇
7
月
3
1
日
～
8
月
2
2
日

◎
料
金
　
上
越
科
学
館
：
大
人
4
0
0
円
、

　
小
・
中
2
0
0
円
2
0
名
以
上
団
体
割
引
）

◎
問
い
合
せ
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
（
盈
0
2
5
1
4
4
1
2
1
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
曜
休
館
）

中
里
　
ド
ー
ム
中
里
き
★
ら
ら

　
　
　
　
　
　
　
7
・
8
月
の
催
事

◎
夏
の
星
座

◇
期
日
　
毎
週
日
曜
日
（
n
時
～
）

◇
料
金
　
大
人
2
0
0
円
、
中
学
生
以
下

　
1
0
0
円

◇
問
い
合
せ
　
中
魚
沼
郡
中
里
村
ド
ー
ム

　
中
里
（
盈
0
2
5
7
－
6
3
i
4
4
7

　
8
　
土
日
曜
は
2
4
1
4
番
）
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松
代
病
院
の

　
　
現
状
と
将
来
に
つ
い
て

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

松
代
病
院
長
の
登
坂
で
す
。
日
頃
は

松
代
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も
の

で
、
松
代
に
来
て
丸
4
年
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
私
な
り
に
感
じ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
と

思
い
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。

　
表
1
は
過
去
5
年
間
の
当
院
の
年

間
患
者
数
の
推
移
で
す
。
平
成
8
年

7
月
に
蒲
生
の
室
岡
先
生
が
閉
院
さ

れ
た
影
響
で
、
8
年
は
患
者
数
が
急

増
し
、
延
べ
数
で
外
来
は
3
万
人
を

越
え
、
入
院
も
1
万
5
千
人
を
超
え

ま
し
た
。
こ
の
た
め
当
院
の
医
師
定

数
が
5
人
か
ら
6
人
に
な
り
、
医
師

定
数
の
半
数
以
上
を
確
保
す
る
た
め
、

昨
年
5
月
か
ら
医
師
が
1
人
増
員
さ

れ
3
人
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
念

願
で
し
た
X
線
C
T
も
入
り
、
今
年

1
月
か
ら
順
調
に
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
1
0
年
度
は
、
い
ろ

い
ろ
な
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

8
年
度
に
比
べ
延
外
来
患
者
数
が
約

県
立
松
代
病
院
院
長

　
　
登
　
坂
　
尚
　
志

3
千
人
、
延
入
院
患
者
数
で
約
2
千

8
百
人
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
延

入
院
患
者
数
は
過
去
2
0
年
間
で
最
低

の
数
で
、
一
日
当
た
り
の
平
均
患
者

数
も
3
4
・
1
人
と
は
じ
め
て
3
5
人
以

下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
患
者

数
の
減
少
と
他
病
院
に
医
師
の
欠
員

が
出
る
為
せ
っ
か
く
増
員
さ
れ
た
医

師
も
減
る
こ
と
に
な
り
、
7
月
か
ら

ま
た
以
前
の
2
名
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
表
2
は
平
成
1
0
年
一
年
間
の
当
院

の
退
院
患
者
の
分
析
結
果
で
す
。
総

退
院
数
は
、
ざ
っ
と
謝
人
で
3
割
が

64
歳
以
下
の
方
で
、
7
割
が
6
5
歳
以

上
の
老
人
保
健
の
方
で
し
た
。
ま
た
、

一
ヶ
月
以
内
に
退
院
さ
れ
た
方
（
急

性
期
の
患
者
）
が
7
割
強
で
、
逆
に

3
ヶ
月
以
上
入
院
し
て
い
た
方
（
慢

性
期
の
患
者
）
が
一
割
強
で
し
た
。

し
か
し
、
延
入
院
日
数
か
ら
見
る
と

急
性
期
の
方
は
2
割
弱
で
、
慢
性
期

の
方
が
5
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
立
病
院
は
急
性
期
の

な
っ
て
い
る
病
院
縮
小
の
問

題
が
出
て
こ
な
い
と
も
限
り

ま
せ
ん
。
加
茂
病
院
は
中
規

模
病
院
で
す
か
ら
、
病
棟
の

削
減
で
済
み
、
病
院
自
体
は

そ
の
ま
ま
存
続
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
松
代
病
院
は
、
看

患
者
の
診
察
を
担
当
す
る
と
い
う
県

の
考
え
方
と
異
な
り
松
代
病
院
が
地

域
の
特
殊
性
等
か
ら
、
急
性
期
の
患

者
と
同
時
に
慢
性
期
の
患
者
の
診
療

も
か
な
り
多
く
受
け
持
っ
て
い
る
こ

と
を
現
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
東
頸
城
で
は
高
齢
化
が
進

み
、
長
期
入
院
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
慢
性
期
の
患
者
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
前
述
の
退
院
患
者
分
析
か
ら
も
東

頸
城
郡
内
で
入
院
治
療
で
き
る
唯
一

の
病
院
で
あ
る
松
代
病
院
と
し
て
は
、

医
師
を
何
と
か
3
人
に
し
、
か
つ
慢

性
期
病
床
（
療
養
型
病
床
）
を
新
設

し
て
、
現
在
の
病
院
で
医
師
2
人
に

よ
り
急
性
期
の
患
者
を
診
察
し
、
残

る
1
名
で
慢
性
期
病
床
を
担

当
す
る
型
が
最
善
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
松
代
病
院
の
平

成
1
0
年
度
の
入
院
、
外
来
患

者
の
減
少
の
状
態
が
続
け
ば

医
師
の
増
員
も
慢
性
期
病
床

の
新
設
も
望
む
べ
く
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

現
在
、
加
茂
市
で
問
題
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
移表1．年問患者数の推

護
単
位
が
一
単
位
の
最
小
病
院
で
す
。

も
し
、
今
以
下
に
な
っ
た
場
合
、
病

院
で
は
な
く
な
り
、
有
床
診
療
所
（
現

在
の
松
之
山
診
療
所
の
よ
う
な
入
院

施
設
の
あ
る
診
療
所
の
型
）
に
な
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
一
度
、
そ
の
よ
う
な
方
針
が
打
ち

出
さ
れ
る
と
、
い
く
ら
反
対
し
て
も
、

撤
回
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ま
た
、
前
述
し
ま
し
た
松

代
病
院
の
最
善
の
型
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

当
院
の
入
院
、
外
来
の
患
者
数
を
増

入　　院 外　　来

延患者数 1日あたり 延患者数 1日あたり

平成6年 13，416人 36．8人 27，586人 112．6人

平成7年 13，580人 37．1人 26，219人 106．6人

平成8年 15，229人 41．7人 30，327人 123．8人

平成9年 13，704人 37．5人 30，020人 122．5人

平成10年 12，442人 34．1人 27，345人 111．6人

や
す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
病
院
の

利
用
度
の
高
さ
が
、
そ
の
病
院
の
必

要
性
を
現
し
ま
す
。
東
頸
城
に
松
代

病
院
が
必
要
だ
と
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
、
松
代
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
土
・
日
曜
、
祭
日
は
病
院

は
休
み
で
す
が
、
当
直
医
が
、
必
ず

い
ま
す
の
で
、
急
に
具
合
の
悪
く
な
っ

た
と
き
は
、
我
慢
し
な
い
で
病
院
に

き
て
く
だ
さ
い
。

　
日
中
は
い
つ
で
も
結
構
で
す
が
、

夜
は
午
後
H
時
頃
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

表2．平成10年退院患者分析　総数346人

　年　齢　別

　　　　一般（64歳以下）　30．06％

　　　　老人（65歳以上）　69．94％

　入院期間別

実人員 延入院日数

急性期（1ヵ月以内） 248人 71．7％ 2，456日 19．9％

慢性期（3ヵ月以内） 39人 11．3％ 6，647日 53．9％
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早
稲
田
大
学
訪
間
し
ま
す

ー
町
内
小
学
校
5
・
6
年
生
児
童
ー

　
早
稲
田
大
学
と
の
交
流
2
0
周
年
事

業
と
し
て
、
町
と
早
稲
田
大
学
が
共

催
で
行
な
っ
て
い
る
事
業
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
町
内
5
・
6
年
生
児
童

が
7
月
2
6
日
㈲
～
2
8
日
㈱
に
か
け
て
、

早
稲
田
大
学
を
訪
れ
ま
す
。

　
早
稲
田
大
学
で
は
、
「
ユ
ニ
ラ
ブ
」

と
よ
ば
れ
る
科
学
実
験
教
室
に
参
加

し
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
大
学
理

工
学
部
が
、
大
学
の
施
設
や
設
備
を

利
用
し
て
、
科
学
や
技
術
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
毎
年
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
回
、
ロ
ボ
ッ
ト
作
業

体
験
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
破
壊
実
験
を

体
験
す
る
ほ
か
、
大
学
の
研
究
室
を

爾
噸

ま
わ
っ
て
み
る
コ
ー
ス
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
N
H
K
の
「
ス

タ
ジ
オ
パ
ー
ク
こ
ん
に
ち
は
」
の
番

組
を
実
際
の
ス
タ
ジ
オ
で
見
て
く
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
松
代
の
子

ど
も
達
が
テ
レ
ビ
に
映
る
の
で
、
テ

レ
ビ
映
り
の
よ
い
場
所
を
予
約
済
み

　
ン
　
　
　
　
　
の

と
カ
：
・

　
泊
ま
り
は
、
代
々
木
の
国
立
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
。

楽
し
く
て
眠
れ
な
い
3
日
間
に
な
り

そ
う
で
す
ね
。
「
み
な
さ
ん
の
来
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
」
と
、
早

稲
田
大
学
で
窓
口
と
な
っ
て
い
る
方

の
伝
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
お
年
よ
り
か

ら
子
ど
も
ま
で
、
だ
れ
で
も
参
加
で

き
て
、
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
や
職
場
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
1
日
㈹
午
前
8
時
3
0
分

会
場
　
総
合
体
育
館
及
び
町
民
グ
ラ

ン
ド

種
目
　
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
（
5

　
　
誕
　
綿
鋼
闘
“
糞
8
癩
灘
．
囲
、

人
一
組
）
／
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
個

人
）
／
ペ
タ
ン
ク
（
3
人
一
組
）

参
加
料
無
料

賞
品
　
1
位
～
3
位
ま
で
豪
華
景
品

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
及
び
締
切
　
後
日
各
戸
に

配
布
す
る
申
込
を
確
認
の
う
え
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
総
合
体
育
館
（
智

7
1
3
7
5
2
）
ま
で
お
届
け
く
だ

さ
い
。

　
7
月
31
日
（
正
午
～
午
後
9
時
）
～

8
月
1
日
（
午
前
n
時
～
午
後
9
時
）

に
か
け
て
J
R
A
馬
事
公
苑
を
会
場

に
行
わ
れ
る
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民

ま
つ
り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
に
、

町
で
は
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

並
木
通
り
の
ふ
る
さ
と
物
産
展
に
出

展
す
る
ほ
か
、
3
1
日
の
郷
土
芸
能
発

表
で
は
、
松
苧
太
鼓
の
皆
さ
ん
が
出

演
し
ま
す
。

　
都
内
在
住
の
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
参
加
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
企
画
振
興
課
商
工
観
光

係
ま
で
（
智
7
1
2
2
2
0
内
線
4
3
）

　
こ
の
春
塗
装
工
事
も
終
え
、
キ
レ

イ
に
な
っ
た
プ
ー
ル
で
泳
い
で
み
ま

せ
ん
か
。
7
月
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
時
間

①
午
前
9
時
～
午
前
11
時

②
正
午
～
午
後
2
時

③
午
後
2
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

○
利
用
料
金

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
2
0
0
円

　
中
学
生
以
下
　
1
0
0
円

○
注
意
事
項
　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
．

　
第
ー
プ
ー
ル
（
松
代
盈
7
1
3
6
0
5
）

　
第
2
プ
ー
ル
（
室
野
暦
8
1
2
7
1
5
）

サ
D
ウ
ル
紹
介
①

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室

　
今
回
は
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
を
紹

介
し
ま
す
。
同
教
室
は
、
品
田
靖
さ
ん
（
松

代
）
と
丸
山
信
男
さ
ん
（
県
派
遣
社
教
主

事
）
の
二
人
が
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

〈
最
近
の
活
動
か
ら
〉

　
6
月
2
6
日
ω
に
「
東
北
電
力
杯
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
上
越
地
区
大
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
1
6
チ
ー
ム
参
加
し
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
試
合
は
上
越
キ
ッ
ズ

に
勝
っ
た
も
の
の
上
越
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

教
室
に
は
負
け
て
し
ま
い
、
1
勝
1
敗
で

し
た
。
残
念
な
が
ら
上
位
に
食
い
込
む
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
チ
ー
ム

に
な
っ
て
の
は
じ
め
て
の
1
勝
に
、
子
ど

も
達
も
応
援
団
も
大
喜
び
で
し
た
。

　
今
後
は
、
n
月
下
旬
に
十
日
町
市
で
行

わ
れ
る
「
二
市
三
郡
大
会
」
へ
の
出
場
を

目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

○
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
7
時
3
0
分

O
会
　
場
　
総
合
体
育
館

O
メ
ン
バ
i
　
5
年
生
を
中
心
に
12
名

O
問
い
合
わ
せ
　
丸
山
信
男
さ
ん
（
総
合

　
セ
ン
タ
ー
内
智
7
－
2
3
0
1
）

試合当日の一枚。左端、丸

山さん。右端、品田さん
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役
場
庁
舎
裏
の
駐
車
場
隣
り
に
あ
っ

た
旧
法
務
局
松
代
出
張
所
の
建
物
が
、

8
月
に
町
の
図
書
館
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
．

　
今
ま
で
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
図
書

室
は
、
手
ぜ
ま
で
本
を
置
く
余
裕
も

最
近
は
な
か
っ
と
こ
と
な
ど
、
施
設

と
し
て
不
充
分
で
し
た
。
ま
た
、
建

物
の
管
理
上
、
土
・
日
曜
休
館
と
な

り
、
本
を
借
り
る
に
は
不
便
で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
に
加
え
、
学
校
週
休

二
日
制
に
対
応
し
た
環
境
整
備
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
旧
法
務

局
の
建
物
を
図
書
館
と
し
て
利
用
す

、
齢

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
痛
ん
だ
外
装
部
分
と
本
棚

等
の
内
装
工
事
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
7
月
末
に
工
事
を
終
了
し
、
8

月
4
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
工
事
と
平
行
し
て
、
総
合

セ
ン
タ
ー
内
の
蔵
書
の
整
理
を
行
う

な
ど
、
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
7
月
い
っ
ぱ
い
総
合

セ
ン
タ
ー
で
の
本
の
貸
出
し
は
中
止

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
し
い
図
書
館
で
の
本
の

貸
出
し
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
蔵
書

を
管
理
し
、
C
D
ロ
ム
で
検
索
で
き

る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
利
用
者
に
も

便
利
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
図
書
館
の
開
館
時
間
は
、
平
日
午

後
1
時
～
6
時
、
土
曜
日
曜
は
、
午

前
1
0
時
～
午
後
5
時
ま
で
の
予
定
で

す
。
町
内
在
住
者
や
町
内
に
通
勤
通

学
を
し
て
い
る
人
は
ど
な
た
で
も
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
な
お
、
8
月
広
報
か
ら
新
書
の
紹

介
を
行
な
う
予
定
で
す
。
詳
し
い
問

い
合
わ
せ
は
、
総
合
セ
ン
タ
i
内
生

涯
学
習
課
ま
で
（
盈
7
1
2
3
0
1
）
。

総
合
セ
ン
タ
ー
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

つ
き
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
工
事
中
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
東
側
J
A
松
代

基
幹
支
所
と
隣
接
す
る
部
分
に
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
る
工
事
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
6
人
乗
り
で
、

8
月
末
に
は
、
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
工
事
が
終
わ
る
ま
で
は
、
3

階
ホ
ー
ル
に
行
く
の
に
、
西
側
に
あ

る
非
常
階
段
を
利
用
す
る
な
ど
不
便

で
し
た
が
、
そ
れ
も
、
も
う
し
ば
ら

く
の
辛
抱
の
よ
う
で
す
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
で
き
て
喜
ぶ
松

寿
大
学
の
皆
さ
ん
の
顔
が
、
今
か
ら

お
も
い
浮
か
ば
れ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
も
お
お
ぜ
い
の
住
民
か
ら
、

便
利
に
な
っ
た
総
合
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
、
活
発
に
活
動
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
．

　　　　　　　『　灘轟きi
難鑛霧麗縷僻羅難瀦灘雄⑯

窪醜、「いろいろ

鹸・轍遊べる
錨徽脅大厳寺高原」
ヘ　 ハ　　　　　　　　　　　　ハ

〔　角・砺轟協　　（松之山町）
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今
回
は
、
松
之
山
町
に
あ
る
大

厳
寺
高
原
を
紹
介
し
ま
す
。

　
長
野
県
境
の
中
腹
に
広
が
る
美

し
い
草
原
が
大
厳
寺
高
原
で
す
。

緑
あ
ふ
れ
る
高
原
に
は
、
牧
場
や

キ
ャ
ン
プ
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
希
望
館
」
で
は

食
事
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
ほ
か
、

宿
泊
施
設
の
「
ば
ー
ど
が
ー
で
ん
」

で
は
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
で
、
気

持
ち
の
よ
い
目
覚
め
を
体
験
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
に
は
絶
好

の
季
節
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、

60

の
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
あ
る
ほ
か
、

5
棟
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
と
2
棟
の
コ

テ
ー
ジ
か
あ
り
ま
す
。
コ
テ
ー
ジ

は
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
造
り
で
家
族
や

グ
ル
ー
プ
の
利
用
に
好
評
で
す
。

　
ブ
ナ
林
の
中
を
め
ぐ
る
遊
歩
道

で
、
大
自
然
を
思
う
存
分
満
喫
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
8
月
1
4
日
に
は
、
「
真
夏

の
雪
ま
つ
り
」
を
、
今
年
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
雪
上
ス
テ
ー
ジ
を
舞
台

に
、
綱
引
き
大
会
や
い
ろ
い
ろ
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
夏

の
日
差
し
の
下
、
雪
の
冷
た
さ
を
味

わ
え
る
贅
沢
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今

年
の
夏
は
暑
く
な
り
そ
う
で
す
。
ぜ

ひ
、
一
度
大
厳
寺
高
原
に
、
避
暑
に

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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急
募
老
人
保
健
施
設
「
松
涛
園
」

　
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
▼
理
学
療
法
士
1
名
有
資
格
者
5
0
歳
ま
で
／

　
作
業
療
法
士
1
名
有
資
格
者
5
0
歳
ま
で
／
看

　
護
婦
（
士
）
準
看
護
婦
等
有
資
格
者
4
～
5
名

　
2
交
替
制
50
歳
ま
で
／
介
護
職
員
（
常
勤
）
ヘ

　
ル
パ
ー
1
～
3
級
2
交
替
制
4
0
歳
位
ま
で
▼

　
締
切
8
月
1
3
日
㈹
▼
方
法
及
び
問
い
合
せ
先

　
　
履
歴
書
を
松
之
山
町
セ
ン
タ
ー
に
持
参
願

　
い
ま
す
。
（
費
6
1
3
7
0
5
）
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■
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I
I
■
■
■
・
5
5
・
・
■
■
■
層
5
－
1
■
■
1
一
■
ー
1
■
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一
・
■
1
一
■
1
■
■
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　　　費く
おつ・．

o・

◎
　麓鞭羅麹 小堺まどか、

　4歳蓬平・かんねん

　　　りよう
小嶋　 凌くん

　4歳犬伏・やちむこう

　　もえこ
山岸萌子、

　4歳木原田原・とくじろう

県立青少年研修センター

　　　（盈0256－77－2111）

撫嚢繍醗灘嚢羅灘麹蓬羅

鞍鍵縢醒1麗1灘蝿繊

　　醗簾趨
お中元や贈答用に松代産のぜ

んまいはいかがですか。

雪の降るところで採れたぜん

まいの味は違います。

◇価格（注文は、500gも可）

　松（特上）13，000円／kg

　竹（上）　11，000円／kg

　梅（中）　8，000円／kg

　赤（極細）5，000円／kg
価格には、送料を含まず。別

途600円～700円（2kg以内）加

算となります。

◇代金の支払い　同封します郵

便振替用紙を利用ください。

◇その他　料理の手引き同封。

また宅配による注文も受けて
います。

◇問い合わせ　詳しいことは、

　J　A十日町松代支所内松代山

菜研究会事務局まで

　（盈02559－7－2002／

　　　　圃02559－7－2269）

　　難盤懸鑛i購鑛欝

　羅駿鐵鍵購鰯

スカイパーフェクトT　Vの放

送授業で行うものです。

◇出願受付　8月15日（日）まで

◇資料請求及び問い合わせ先

〒951－8122新潟市旭町通2番町

754放送大学新潟学習センター

　　　（盈025－228－2651）

ほくほく線の関連施設や沿線

市町村の取り組みを楽しく見学

しませんか。

◇とき　7月27日（火）午前10時20

分～午後4時30分（十日町駅
発着）

◇ところ　十日町駅～「田舎体

験」見学（松之山町）～おふ

　くろ館～松代町ふるさと会館～

まつだい駅よりほくほく線乗

車～六日町駅施設見学～十日

町駅着

◇費用　参加費無料、なお電車

代等実費必要

◇定員　50人（小学校3年生～
一般）

◇申し込み　〒95餅8570（宛先不要）

県広報広聴課「県政テーマバ

ス希望」と書いて住所、氏名、

電話番号、昼食有無を記入の

　うえ往復ハガキで申し込む

　（智025－285－5511内線2113）

所得税第1期分の納税は8月
2日（月）までです。また、納税は

振替納税による方法をご利用く

ださい。手数料が省け、納期限

を忘れる心配がなく便利です。

振替納税を希望する方は、高田

税務署（智0255－23－4171）まで

お尋ねください。なお、長岡税

務相談室（公0258－33－5252）で

も税全般のことについて受け付

けていますので、気軽に利用く

ださい。

ハローワークでは、Uターン
就職希望の方や地元で求職中の

方を対象に標記ガイダンスを開

催します。気軽にお出かけくだ
さい。

◇とき　8月14日（土）午前10時～

午後3時30分

◇ところ　上越観光物産センター

（リージョンプラザ隣）

◇内容　企業懇談（40社予定）

企業・求人情報の提供及び相

談の実施

◇問い合わせ　ハローワーク上
越（智0255－23－6121）

火災・救助出動等の問い合わ

せ電話を設置しました。

（専用電話番号盈0257－50－5031）

＿社▼　 r　r　r　r　◇協と社わ社　る非非民　築犯れ正行動る
公会問社信じ立よ大び立標第力あ会つ会まL行行の本こ罪のに防は運毎』
Oをい会じてちう切くち語49がわ復て復たとにを理年うや立つ止’動年
2明合L合る直Lな手直優回不せ帰い帰’し陥防解度と非場いとすの7
　　　　うLるわ

せ
　
新
潟
保
護
観
察
所

る
く
す
る
運
動
事
務
局

5
－
2
2
2
1
5
3
1
）

君
を
待
っ
て
る
信

心
で
築
く
　
明
る
い

自
分
を
も
っ
と

Lケ）秀社可てにまはこてつ止とのす行にて罪べ強月
　　作会欠’はす’ういたし協重るのお理をて調は
　見品をで地’Q法しま少’力点運ない解犯の月　’
　　　明す域本そ務たす年罪に目動いてをし国間社
　　　　Q社人し省少oのをよ標で明力深た民で会

守
る
心
と

み
ち

信
じ

る
く
す
る
運
動

年
の
円
滑
な

を
中
心
に
携

て
、
更
正
と

の
強
い
意
志

会
の
理
解
と

を
明
る
く
す

す
．
こ
の
運

が
犯
罪
や
非

人
た
ち
の
更

め
、
そ
れ
ぞ

を
合
わ
せ
、

る
い
社
会
を

す
。を

「
地
域
住

り
、
犯
罪
・

犯
し
た
人
や

更
正
を
支
え

14



懸　　。

難

　平成13年4月1日から特例措
置対象事業場の法定労働時間が

変わります。

　労働省では、労働時間の短縮

について、国の経済的地位にふ

さわしい豊かでゆとりある生活

の実現に取り組んできました。次

の事項についてご留意ください。

◎特例措置対象事業場も週44時

　間制

　平成9年4月から週40時間労
働制を全面適用しています。今

回の改正では、1週間の労働時

間を週46時間としている特例措

置対象事業場（商業、映画・演

劇業、保健衛生業、接客娯楽業で

従業員が10人未満の事業場）に

ついても、平成13年4月から週

44時間労働時間制を適用します。

◎助成措置

　今後2年間で円滑な移行を図

ることから新たな助成措置を設
けました。

　次の項目によって、1週間の

所定労働時間を1時間以上短縮

し、44時間以下にした場合、特

例措置対象事業場の事業主に対

して助成するものです。

　①150万円以上の省力化投資

　②新規雇入れ

以上の場合50万円の助成

　③コンサルタント活用の場合

10万円を上限に実費を助成

「住宅手当」扱いの変更点、時

問外・休日労働及び深夜労働に

係る割増賃金を算定する場合の

基礎賃金に算入しない賃金に、

「住宅手当」を追加することにな

りました。

　以上詳しいことは、十日町労

働基準監督署第1課監督係まで

　　　　　（智0257－52－2079）

15

　新潟県警察では、大学卒業者

（見込み者）以外の警察官を次め

とおり募集します。

◇採用予定人員

　女性若干名・男性15名程度

◇受験資格　昭和47年4月2日～

　昭和57年4月1日生まれの人
◇受付期間　8月16日（月）まで

◇第1次試験

　9月19日（日）、上越市、長岡市、

　新潟市にて実施。

◇問い合わせ　安塚警察署、松

　代交番（智7－2010）、または室

　野及び蒲生駐在所

　県では、職業能力開発促進法

に基づき、職業訓練指導員の資

格を取得するための試験を実施

します。合格者は、職業訓練指導

員免許証の交付を申請できます。

◇試験職種

・学科試験　関連学科及び指導

　方法を実施する職種　建築科

　（実技試験免除者に限る）

・指導方法のみ実施する職種

　園芸科ほか121職種（実技試験

　及び関連学科試験免除者に限
　る）

◇実技試験

　今年度は実施しない。

◇試験期日及び会場

　9月17日㈲、新潟市、長岡市、

　上越市

◇受験申請書受付期間

　8月10日（幻～8月23日（月）

◇問い合わせ　受験資格、受験

　手続等詳しいことは、県商工

　労働部職業能力開発課指導係

　まで

　（奮025－285－5511内線2823）

　勤務先の倒産、営業不振が理

由で、公庫の住宅ローンの返済

が困難な方はご相談ください。

　返済期間を10年延長します。

また、金利を下げて、最長3年間

利息のみ支払うこともできます。

◇受付期問　平成12年3月末日

◇問い合わせ　住宅金融公庫北

　関東支店（費027－232－6656）

　下記内容にて行いますので、

遺族の方や心当たりのある方は、

連絡ください。

◇名簿にのせる方

　東京空襲（昭和17年4月18日～

から昭和20年8月15日）で亡く

なった方。

◇連絡の内容と方法

　ハガキ、手紙またはファックス

で、次のことを書いてください。

《亡くなった方》①氏名（フリ

　ガナ）②性別　③亡くなった

　ときの年齢　④亡くなった年

　月日⑤亡くなった場所（なお、

　不明な点は空欄）

《連絡した方》①氏名　②住所

　③電話番号　④亡くなった方

　との関係

　なお、軍人だった方は、東京

都戦没者霊苑において慰霊追悼
しています。

◇期限　平成12年5月末日

◇問い合わせ

　〒163－8001新宿区西新宿2－8－1

　東京空襲犠牲者名簿担当
　（盈03－5388－3141／

　　　　　圃03－5388－1336）

　N　H　Kでは、いろいろな尾瀬
の1シーンを「風景・動植物・

人・保護」について募集してい

ます。詳しくは、応募要項をご

覧ください。

◇応募要項請求先

　〒951－8508N　H　K新潟放送局

　「尾瀬フォトコンテスト」係

　仲間づくりや体験活動を身に

つける講座
◇日時　8月28日仕）～29日（日）

◇会場　県立青少年研修センター

　ほか

◇内容　角田山登山他

◇対象　18歳以上

◇募集人員　100名
◇経費　2，800円（食事代含む）

◇募集期間　8月23日（月〉まで

◇応募方法　電話にて申し込む

◇申し込み及び照会先

　〒953－0012巻町越前浜5597－1
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市川　英治さん

　　（松代・もりたや）

自
分
を
見
つ
め
な
お
し
て

　
松
代
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
年
も
早
い
も
の
で
、
も
う
半
年
が

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
夏
バ

テ
な
ど
し
な
い
で
、
元
気
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

　
今
月
は
、
一
九
九
九
年
七
月
と
い

う
こ
と
で
、
世
間
で
は
、
ノ
ス
ト
ラ

ダ
ム
ス
の
大
予
言
が
話
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
気
に
か

け
て
い
る
人
が
い
る
の
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
　
私
は
、
大
し
て
気
に
し
て▲成人式での一枚

い
ま
せ
ん
が
…
…
。

　
さ
て
、
私
は
こ
の
度
、
広
報
ま
つ

だ
い
に
書
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
市
川
英
治
と
い
う
も
の
で

す
。
私
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
、
十

日
町
の
ユ
ー
ボ
ネ
ク
ス
と
い
う
金
属

加
工
を
主
と
す
る
会
社
に
就
職
し
、

仕
上
げ
の
工
程
を
し
て
い
ま
す
。
金

属
加
工
と
い
っ
て
も
指
輪
や
イ
ヤ
リ

ン
グ
、
ブ
ロ
ー
チ
と
い
っ
た
装
飾
品

を
製
造
す
る
会
社
で
す
。
と
て
も
細

か
い
作
業
な
の
で
、
手
元
が
不
器
用

な
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
変
な
仕

事
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
三
年
目
に

入
り
、
よ
う
や
く
こ
の
仕
事
に
も
慣

れ
て
き
た
と
い
っ
た
感
じ
で
、
毎
日

腕
を
上
げ
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。　

話
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

私
の
家
で
の
生
活
は
と
い
う
と
、
会

社
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
夕
飯
を
食
べ

て
、
風
呂
に
入
っ
て
、
テ
レ
ビ
を
見

て
、
寝
る
。
休
日
は
、
何
を
す
る
の

で
も
な
く
、
だ
ら
だ
ら
し
て
い
る
間

に
一
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
っ

た
生
活
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
こ
の
よ
う
な
生
活
に
な
っ

て
し
ま
う
の
か
考
え
て
み
る
と
、
そ

れ
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
な
い

か
ら
だ
と
思
う
の
で
す
。
幸
い
、
私

は
ま
だ
若
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
や
熱
中
で
き
る
こ
と

を
沢
山
発
見
し
、
そ
の
中
か
ら
本
気

で
立
ち
向
か
え
る
も
の
を
見
つ
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
と

き
、
後
悔
し
な
い
た
め
に
！

　男2，185人（＋1人）
　女2，240人（＋1人）
　計4，425人（＋2人）
世帯数1，437世帯（±0世帯）

　出生2人　　死亡3人
　転入4人　　転出1人
　　　（11年6月末日現在）

一人ロの動き一

固團窃團回
（5月26日～6月25日）

元気な良い子に（出生）

　　　かえで佐藤　　楓㌧勝之・幸子さん
（竹所・男の子・さんまいだ）
　　しゆうすけ
佐藤　秀介㌧啓二・マルセルさん

　（室野・男の子・中通住宅）

ご冥福をお祈りします（死亡）

池田　光雄さん　　　　　　66歳

　　　　（田野倉・やすんば）

若月　ハマさん　　　　　90歳
　　　　（孟地・ほんじょう）

　広報6月婚姻欄で、掲載取り

消しの依頼がありました。転入

転出を扱う相手方役場窓口と当

役場受付窓口の連絡の不手際に
よるものです。

　関係者にご迷惑をかけました
ことを、お詫び申し上げます。

なお、今後とも広報に掲載を希

望しない方は、窓口にお申しつ
けください。

　国道253号線、

　　　　千年地内で工事中

　写真をご覧のように、国道253

号線千年地内で、道路の幅を広

げる工事がはじまりました。写

真中央にバス停留所、写真右か
らカーブになっています。

　車を運転する人は、通学時の

児童に注意して、スピードは控

えめに運転してください。

8月の献血13日役場前午前9時～

圖
園
圏
圃

　
当
町
と
交
流
を
行
な
っ
て
い
る
世
田
谷

の
広
報
が
、
中
学
校
の
空
き
教
室
を
活
用

し
て
、
保
育
園
の
分
園
を
つ
く
っ
た
こ
と

を
伝
え
て
い
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
は
じ

め
て
の
ケ
ー
ス
だ
そ
う
で
す
。
保
育
室
の

窓
か
ら
は
、
校
庭
も
な
が
め
ら
れ
て
、
中
学

生
の
元
気
な
顔
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

・
つ
。

　
こ
う
し
た
環
境
に
も
増
し
て
大
切
な
の

は
、
強
い
父
親
と
優
し
い
母
親
の
い
る
家

庭
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
、
「
強
い
父
親

と
優
し
い
母
親
」
に
な
る
た
め
に
は
、
誰

を
手
本
と
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
は
、
多
分
、
自
分
の
家
や
近
所
の
お

じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
な
の
で
し
ょ
う
。

で
は
、
核
家
族
の
家
庭
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
答
え
は
、
近
所
の
お
じ

い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
と
仲
良
く
す
る
こ
と

で
す
。
核
家
族
だ
け
の
閉
じ
ら
れ
た
世
界

で
は
、
子
ど
も
は
育
た
な
い
の
で
す
。
7

月
は
明
る
い
家
庭
づ
く
り
月
間
で
す
。
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